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1 2 環境をサイン空間とLてデザインする

資料編 Ⅰ.1-<サイン植栽>計画

(グラフイyクデザイン59号/1975年9月)
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1 2環境をfJイン空間としてデザインする

資料編 Ⅰ.2-｢徳島竜王住宅祭一鮎ではじめて官民共同のま

ちづくり一報告書｣

((財)住宅生産振興財団･(社)徳島新聞社/昭和58年11月)
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竜王団地の概要

歴史と文化の地 ･t王
滝王Ii淋都徳島市と石井PTにまたが

り.徳島市の中心から#】10kIIの位4Eに

ある.

帝王En地の北欝には四国JI大の河川

吉野川が軌 .周BEIには田園地帯が

広がり.又.周iLZには盤が創り出した

/一､i(繁や古刺など.朗史や文化の香りに
渦ちている.

t王周辺に載ったくらしの地役

幼稚園から′ト や 満校.医媒鬼臥

升便局./ヨツビングセンターなどが

すべて徒歩EEl内に光兆している.この

帝王EZ]地の開発により.地J&にいっそ

うの活性化を促し.今後飛躍的に林市

rjl遠島投の充尖が期待される.

●テレビ 共億アンテナからの各戸引

込み

●コミュニティ施投 兆会所(2ヶ所).

中央公臥 児生公開

/｢ ●その他 保朋 子(千割

i7T8Jt

帯鳥栖国府IT竜王 及び名西郡石井TT

L-畑字竜王

飼地溝QE

+総計画面用 約23lⅦ

●IJ-宅†十画予定戸数 7Ll7戸

(収僻仕宅を含む)

EEl地内施性

●道路 幹叙述絡 (似通那十El,鳥親)

轄fl12m

その他l耳鼻5-7m

(アスフTル ト音装)

●上水道 石井■rから治水

●dス LPガ ス兆 中鉢 拾方 式

●排水 雨水 汚水分流方式

3
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卑弥呼伝税にlまじまる歴史
確王岬iZZは古代史の拝台である.あの

那.6台周の女王 卑弥呼の墓所といわ

れる八舟比兜仲仕をはじめ.縄文 弥

/JLの石船や銘打の山上なども多く. こ

こは古くから人が住みやすいところだ

ったといえよう.

▲書fIJll れ十のセキは
t王のすぐ:t大化の改新によって

阿波国の回付がおかLl. 国分寺や

国分尼寺が唖てらLt.その後鎌k件肘期の茶FILll城からtk3FI-

紫公に上る-の宮城にいたるまで.800

年間埼玉のJhliZlは 阿波の政治の中

心となっていた.四Egにおける飛■

ゆたか/.L一風上と歴史はい

まも色淡く伐っている..化に



第1章:明日にむす㌫まちづくり

まちづくりの基本理念

(D70年代におけるまちづくりの ■4'･

l状況'の変化

70年代は.日本人の体位牧の大きな

再三換期であったといえよう.姓済BE先

やテクノ｡ジー至上生魚は色あせJふ

れあい`や tうるおい`といった関越

が人々の心を大きく肥えはじめた.千

して.まちづくりにおいても.そのt敏〝

と "状況〝が大きく変化し.新しい80

年代の嘱rMに向けての胎動の時期であ

った.

たとえば.三全総における定住EElfA

他の鮭咽.環境庁の投dL 文化財保護

杜の改正.及び環境アセスメントのd:I

制化/Lどの環境閉雌のクローズ ア,/

プ.また l文化行政'や t文化のため

の1%システム'/Lとの扶行.賢には

､地方の時代〝が鮭唱され t地域主jr

が地方都市 ･大都市地域を問わず稚架

に人々の心を肥えたことなど "ふるさ

と".お頼り〝"コミュニティNといっ

∩ :三:詰 …芸E,'≡:-;≡glJ.;ヂ桝1じ

この上うななかにあって,人々の生

括意Ztや行動は,it境やコミュニティ
括軌に対する強いニーズとともに.t本

物志向''手づくり志向■の気運が軟蕃

に



⊂､
i酢孟;oJ倉林 p -L_______I_______________｣

〔 ケ 一一一ー- ---I- - ---- - ------一 〇領王EFl地の基本理念の邪2は."徳島 に協力しながら実施す

ることにより, ステムによる成果は.坤に竜王団地のではじめての官民共同のまちづくりJ' 従来の縦割的計画 実

施から総合的な 成功のみにとどまるものでなく.全県である."連合と共生〝の時代と舌われ 計画 ･爽滝-の飛躍が

可能となった. 下の住宅関連業料 こ大きな波及効果をる今El.EtB民姑同で一つの不束をそれ そして.このような

立ちづくり鞍関の もたらしたことも注目に価する.ぞ九の役割分担を明確にし



書十画の概要

A全休It青

砥王田地は 戸畑旺篭 (公仕分)と

L小高居住'e (爪留分)とのミックス

ディベロップノントとなっており 市

折地先税の変化やバランスのとれたコ

ミュニティ (人JjfA成)の形l'Rに配慮

している.

団地中心軌ま.立ちの中心地区とL

r ､ての阪わいを持たせるためt商店街

中高Ji住宅 公【司 保育所.兆会所IL

どを氏姓している.また.まちなみに

特に丘王催し､用地の中心に満席練をラ

/ドマークとして配'RL.戸畑住宅群

は外捕 帖収を統一したデザインとし､

騒帆や外鎌の粥fIJ-いえ/LみのZq垂を

LgEるなど色欲的な取り農lみを進めてい

る.また.サイン計芦iや ■文化のため

の lバ-センrJ特集'により.アメニ

ティJP文化性を諦める訳みが行われて

いる.

更に.l半l述JiUも鷹取載㈱促進群集制

度の適用を受け.EEE地の2&盤最偏を進

｢ヽめるlまか 畑集協定を雅人し 良好な

環境づくりとその桂特を由ることとし

ている.

eFlli事tfIL伽 l:1XIlrLたA書棚



B戸*住宅公比化でeTl用地

では.全体で467戸の戸tltJ=_I:〟.Tt州さIt.このうちはホff

_'t:89戸.1ラ/適正tt宅

51JJ-がは/ef,Yの快拾刈取と/..っf_〟.'まち1.Lふっ'

くIl'がそのmppT1の北本とな

っている｡王ら/Jみせ そら/)み

.やまなみ.やね/J:み.いえなみ.へい/

iみ.みち/Lみに分けて杷

え.周囲の豊かな臼然であるそら/i

み.やまなみに対し iIl四寸匂虎に

綻-されたやわなみ.亡l駅の速fLるい

えなみ,広々としたベア カーポー トを鳩

え 掛こ溢れるゆったりとしたにわな

み 徳島特産の書石プE)ックとつつじ

さつきの連扶したへいなみ.生ら角空

間を演出するコーナーグリーンなどに

いろどられたみちなみを捷表

全体として農かで弟し●

●IttJI■■2DK禾列

い立ちなみの形成を図った.また.

蒸着選定にあたっては地場産男の育成等の牧

点から 県内住宅建祭典肴の繊蟻的な歩i

gFを促し.住宅穀参加業者28杜のう

ち23杜を淋内来者が占めることとなった.

これらの住宅群参加メ-カーの柵糎的



第3章:ソフトプランニングとコミュニケし-ション計画
風と土と光､そして人びと｡

FW 7ソシエーツ代我 藤 井 経 三 郎

新しいまちと文化を創造する

｢まちなみJ

光と水に怒まれたfl本のLLi:は.良

然と典/j三し/Jがら 西洋と98/rって土

に舵斉しつつ水平にむらやまちを形づ

くってきた.それは自然をかこっただ

けの座敷でありたり.たてでなくよこ

に連なるIr寮であったりした.

しかし.それらに共通するすまいづ

くり 王らづくりの規掛ま.1と/iりと

同じJかたらであり.撫能であり 地

域が生む兼もIの活用であった.それは

上地に拙づく生き方のあかしでもあり

また法をこえず分際をわきまえた人び

との1粟い知態でもあった.いいかえれ

ば他JgにIi頼体とした固有の飾依戦が

仔在したといえるだろう.

その括兆.rl木の生らは世界に比類

の/Lいや性と爽J-IT:を持つに至った.家

並みに規の色に 生け垣や塀のつらな

りに それぞれの地域の風と祈りを映

し､四串の移ろいとといこ限りなく実

しいまちの&柵を見せていたのである.

戦後のもaLILtt会の変化は.これら

の規範から人びとをACき放した.アメ

リカに代衣される西欧的/Lすまいとく

らしへのI丘憶は 明治以降の節度のあ

る洋風朗5!をのりこえて､叙述にかっ

は汎に一般化した.すまいの洋風化は.

雌合住宅では1専一的に.戸唖住宅では

世々ばらばらに.かたちに放任に展印

された.

しかしそれがあくまでもJLであるた

めに ひとつひとつに哲学が持てず.

術Lb的にかつ盲El的にとり入れられた

拙姓.限りない自由と引きかえに.忠

るべき混乱を招いたのである.蛙藁卯

は設計者も技術者も含めて.いかに他

とらがうものを作るかを考える故書を

21

もととして育ち.しかも旗降な土地に

おいてそれを突抜した.この上うなrと

なりとちがうjという戦後の体位屯が

生んだすまいと王らなみは.だれの日

にも かつての美学が失われ.放く映

ることとなった.

文化とは人ruの柵神的所産のすべて

であるとし.人rlLIlのくらしそのもので

あるとするfLらば.このようrL振乱と

血さが文化であろうはずが/Lい.

私たちの日本は もう一雄美しいま

ちをとり戻さなければならない.それ

は菅の姿の再現などではなく､新しい

くらしが包みこまれかつひろがってゆ

くよう/L 新しいEl本のまちなみの昨

8り造である.

ともあれ.王らなみはその他城の.

まちのくらしと文化のあらわれである.

これからの日本にとって文化が点も大

切であるとすれば まちなみづくりこ

そそのLl'撲となろう.それは岬に策し

いだけの環 境や .生きがいとしての

コミュニティといったレベルをこえて.

計画者と住民とが一体となってつくり

あげてゆくべき.21世た いや22世丘

へつなげる日ノ仁の文化の創造といえる

のでは/Lかろうか.

すまいとくらし

人びとの変貌と乗手のiq蓮

その質lまともかく.JL的には一応の

充足をみた日本の住宅r-L,n雌を背景とし

て.人ひとのナまいやくらしについて

の考えカが敏速に変ってきている.そ

れをひとことでいう/Lらば.土地の広

さや住宅の空rylの大きさにだけ価値を

求めてきたia妾に対して･すか ､サ ヽ
辺の環境のよさや近辞とのあたたか､

コミュニティ.つまり地域の文化の評

価をはじめたことだろう.土地と住宅

を求めてさまよった滞流民の時代から.

地域に根づいて骨まで埋めようという

定住民の時代の到来である.それはと

りもILおさす.単なるモノとして土地

や住宅が賛藍だという性ftから.よい

頚境とかよいコミ1ニティこそ繁産で

はないかという新しい価位観の出現と

もいR_るだろう.

一方.住宅の帯掛ま低迷を統けてい

ら.急がなくなった人びと.貸金利達

能力の不足･朋 串の低下.抑 -戸＼
熊中鈍化.持家卒の増大fLどがそれ _

の要因であろう.しかしこれからの住

宅帯要の主役は いわゆるニュ-サ-



ティと淋せられる新しい蒙族群である.

tt事と棄族をとt)ともま祝し.多様な

趣味を持ち.友人とその家族とに複合

的につきあうこれらの輔蝕は.常に上

向き欲求の高い月でもある.すまいの

漢籍のためにはすべてを蛾蛙にすると

いう生き方は拒否する反面.住に対す

る粁IX的な不掛ま常に商い.これらの

無限のエネ/L,ギーにJF火し糾るものは

R-たしてlJんなのだろうか.

書車はいま創造されなければならfL

rヽ､.それには共感をよぴおこすまちづ

くりの理念.片挨者欲を携推させるま

ちなみの魅力.そして家族全員の肌光

政級を決定するすまいの官.この3つ

が起嫌刑となるだろう.

廿J}の地■とは

見土 ･九千 ･土地柄

マーケティングの範城ではtJt近と

くに地唖の特性が玉祝される.日本全

国を面一的な視点でとらえて大書生産

と大Jt版光を行ってきた従来の手法

の反'Hからである.とくにすまい力や

くらしガに地域の特性が反映する住宅

r ヽiB合はその瓜牢性は捷めて高いとい

えるだろう.

阿波回徳島はその地理的条件からみ

ても.四国のなかでJ&も関JPi.とくに

大阪の影Vを受けた地域である.大阪

の都心に阿鼓座とか阿波堀といった地

名が現存することでも明らかだが.千

のnJJ兆.Rl糖時代においても上方文化

周の一塊に位促し.現在でも鐘紡 ･文

化の両面で大阪Fgの-天女になってい

る.そのために地域特性としてIi.一

般的に商事的性格が強いといわれ.繁

rrに占める支出の捌合も.文化用G.

住居*のレベルが高く.ホ市的性向を

持つ.

人びとの気官は粘り強く竪非.しか

I)人什味があって万事控え目である,

什仰心強く.働き者多く.預金塀も高

く.かつ教育熱心といわれる.反面

邦性的な兼放な性格が少なく.県民と

しての結束力が欠けろとされている.

住宅市境としての特種は.典型的な

他方中核榔市の性格を有していると他

われる.人口増加は自然増によってで

あり.徳島市辞心より周iZZ部に住宅連

投が集中し.いわゆるドーナツ現象を

見せている.

徳島市はとくに持家坤が75%に越し

全回 16位にあり.一方&低居住水準を

わる住宅も26%を占めている.今按は

若付 ヒによる煉て甘えが括掛 こすすむ 右柵 fl♯■古の書

暮事fものと考えられる.大規模ニュータ

ウンは 終了したものに北島グリーンタ

ウン.進行中のものに東急しらさぎ台があり

.宅王ブt,ジェクトに多くの示唆を与えて

いる.t王のJLtと文化

四国における飛■椿島市国府r



地域が司ったといえる.またこの他に腰椎された光

三は明治火JEまで阿較一国をiえたj:繋産
業であり.糸商い阿波人形芝Ai.'の名人t>こ

の他にや出し.名尖といこ廃兵と文化の中心であっ

た.これらの

敷津がいまに煉るC商の虚鼓である.吉

野川の氾iEから守るためM鼓掃産の青

石で集いた盛雀の上に. 田中tの=I
IJ･付点 納崩 ･NEをめぐらせ.その′へ
伽禁でしかもif壮なデザインは,rlr

#の宝IJ乙組織のJ'tか

でt)代表的なBt叫を止せている.

また一般の民営も.地元産の瓦が戴か

れ.穀かい曲親を持つ切妻,そしてLd枚は大きく安疋嘘のある投計であ



見込書要者は

どんな人び とだろ うか

この竜王プロジェクトの対叔となる

人びとは どんな意紙を持ち.どん/i

価位軌でくらしているのだろうか.Bil

1はその仮現である.且土と産業とに

培われた感性がもたらす.くらしでの

根稚い土着性と.大阪文化Eelとの経済

的 文化的な按牡に T-る新しいものへ

r D現せさをあわせ持-ノ人びとである･
占い歴史に対する袴りと自負と.鯖を

隔てた土地という後進意託が､それを

さらに一事明にしているとLJfえられる.

(図 1)

住*hEにおける書4枚の反映

これらの人びとはすまいについてど

んな意拝を持ち.欲求を抱いているの

だろうか.図2はその仮現である.伝

統的な住まい方や住宅に対して愛着を

持つと同時に.郡市的な生活スタイル

や洋JA化-の関心も布く,なべて新し

いものへの欲求が捷めて高い.(Egl2)

∩ 晶化け面へのアブ｡-チ

①新しい律Aのま与の特性

くまちのホ品化】汁iii)

帝王という新しいまちが半生する.

それはIFilLるニュータウンでは/Lく.

これからの新しい徳島のまちのあり方

を問うものでfLけ九は/Lらない.

このまちは 月りの自然とZtfl]し.

用Eqの既存の典許と酸合し.そして徳

島の巾折地と一体的な連なりを持つな

かで.まちのいのちが与えられる.そ

して.快者なすまいとしての rQl王の

家Jという住宅.心地よい虎境として

の r聴王ニュータウンJ という環境.

そしてあたたかい地域社会としてのr奄

王のコミュニティJという3つのR(蘇

でI■成される.(図3)

②新しい葎JBのまちな31のイメージ

(まちなみの商品化けi5)

四季こもごもに移ろう空や山々の自

柿.ひろばや通りの木々や花々.革新

ごとの行事.そして地域の石や木.あ

るいは土のかもしだすみちや-いや家

々のたたずまい これらのまちなみは.

ただ英しいだけでなく 人びとに愛卦

を与え.よりよくPHてていこうとする

心を生みだしてくれる.

この竜王のまちでは.地域の風土が

生んだ独特の素材や色あい.デザイン

をさぐりだし.それを可能な限り.住

宅の外1亀や外絹 そして捷額などの王

ちなみ設計に反映させる計画がすすめ

られている.それらはまた決して画一

的でなく.ひとつのゆるやかな統一の

なかに.Ql々 の住宅のl耳性がにじみで

て.しかも街区ごとのアイデンティテ

ィをつくりだしながら.全体としてPl

和のあるまちなみが稚成されるよう妃

鹿されている.(囲4)

③薪しい律Aの辛とは

(すまいの商品化打者)

地域にふさわしい家とは.地域の自

然のなかにあって その旦土をうつし.

歴史と人びとの知恵を推りこんでつく

りだされるべきであろう.帝王の家は.

徳島の持つ伝統的なデザインをいかし.

しかも現代的な生活感覚を盛りこみ

さらにこれから展開されていく家族の

あ十の生活他をとらえて形づくられる

ことが理想である.牧計デザインの肺

で.また架材の面で 住宅無に参加す

るハウスメーカーの深い理解と粘り強

い仏力が抑持される.この男力が地JG
に桝づく今後の住宅づくり-の★重な

ステップとなるはずだからである.(図5)



事iblL しかも用辺をt)含めてこのま

らの住まいとEt境をPLZEしてもらうこ

とが肝索である.しかも一生に簸度と

は/L

い満額のX物であるだけに.共感しM糾できるための 耕度の

高い来肪が盟ましい.こうした大きな軌jl力と 次第にi生

別されていく質の揃い見込顧客によって評価されたktAL.7Frい倍率となり

へ ｡ノ七プトト ,徳島竜王住宅

祭監禁盃言笠芸三 芸 .ここ､阿波蔵王の地

にいま.住まいのまつり が 映7tを決定した&姑

のJi客は.商

品だけでなく.大きIL叫足感をもXうことが

できる.この充足感.あるいは並びi

Jばれたという意fEは.住む人びとにこのま

ちに住む狩りを縫えつけ.兼寿を育て.

わがまちという想いをいっそう頼成してい

くだろう.これらは､相集脇症.緑化脇定

などのまちづくり払定や住民等寒などに

よる環境維持やコミュニティづ(りへの (かシンボルマーク

(AのJl白tと四四三Il官MJ11)

参画とともに



第4章:徳島･竜王団地の街並み計画
デザインポリシーの .一貫性と地域オリジナリティの強調

現代計iF研究所所JE 藤 本 昌 也

私はこの埼玉EZl地の祈並み計画の-

ー ド面のコーディネーターをさせてい

ただきましたが これからの街並みづ

くりにおいて推Jpkしていき.これから

の大き/L抜朗として考えていかなけrL,

ほなら/Lい冊雌ということで.二つの

ことを強訓したいと習います.

まず第-点として この竜王Etl地で

は住宅県ということで 戸建ての街並

みづくりを担当したわけですが.それ

rヽニ関連して.公EBlと県営のEE胤 ある
いは/ヨツビングセンターなど.公共

あるいは民糊の廃校も含めて.投計の

11穀として-Erしたデザインポリシー

でまとめることができたということが

あります.

これは慨琳なことのようですが.難

船にできた例はかなり少ILいことだと

懸うのです.公園は公Lgという一つの

事果汁iiというものがあって.ILか/i

かその托張りから出てこれないことが

多く 道路は道路.非合住宅は典合住

宅ということでそれぞれ事実生体があ

って ばらばらに計画したり.いろん

rヽ自己主張をするということが多くて.

デザインのところまで一書したものに

IJるなんてことは.日本の18台は非常

にむつかしいといわれているわけです.

そういう点が今回の牛舎には.計膏が

ある桂皮途1Jで軌道dE正され.デザイ

ンのところまで十分に鎌られたという

ことです一.これは.基盤並僻をされて

いる公社の方々が.柔軟に対応してく

ださったことが一帯大きなことだと.FE

います.道路が一軒できていたものを

変空したり.公周のJk地を少し任正し

たり.戸越ての中でもマンホールの位

alを多少動かしていただいたとかt細

かいところから大きなところまでかな

り軌道柾正をしながら.街並み計画の

27

-fr性を基盤並偏のところからつらぬ

くことができたということで十.これ

は現実にはなかなか妊しいことで.こ

ういうことを非常に珍しい例にしない

で.これからも是非挫けていただきた

いと思います.

これは結ra.大屋徳島淋住宅杖長が

書われたように 官と民.それから官

と官 民と民というふうに.計面に扶

わった人たちの心が.街並みづくりと

いうことばでつながっていったからだ

と思います.街並みということばは.

私は時々すっているのですが お雌日

のようなことばで.いろんなものをつ

ILげていく非常に魅力あることばとし

て機能しているのだと思うのです.そ

ういうことで考王EEl地というのは.計

面からデザインまで-片してできたと

いうことで評価できるかと思います.

第二点は デザインという面で特に

私が感じているのですが.iS王団地の

ようなある地域の府城づくり 穀づく

りにあたっては.地qEの国有なLL土と

か歴史とか.そういうものに深く根差

してその地域La有のものを78てあげて

いくということが非常に大事なことだ

と思うのです.街並みの保存など.柿

民的な臥し､もそういう方向にだんだん

向いてきているかと思いますが.これ

もことばで舌えはたいへん肺恥なので

すが.Jt体的にはどういうふう/Lこと

でやるのかということになると.催い

つきとかそういうものでやっている例

は粒つかあると,Rlいますが.本格的に

それをきちんとやれるかどうかという

のも.これは実際はfLかfLか麗しいこ

とだと思います.

今回は私の方でt}少しわがままを書

わせていただいて､メーカーの方とか

実際に施工される方.あるいは公社の

方に手間をかけることになったかもし

れ土せんが.書石という地鳥で疑れる

材料を.できるだけ一般の人が使える

ような二次別品にして.それが奄王EE

地の環境づくりの一つの主宰/L材料に

なってくれないかということでいろい

ろ工夫をし,やってみました.十分拭

作をし.扶してやるということはでき

ませんでしたが,Y石のプロツクとか,

あるいは書石を使った洗い出しのブロ

ックといったものにかなり使われてい

ます.それなりの効果を生み出してく

れるのではないかと期待していますが.

そういうことがやはり帝王らしさとい

うか,そうしたことをつくるきっかけ

になっていると思います.これは た

またま書石というものに私はかなりこ

だわってやったわけですが.それだけ

ではもちろんないわけで.徳島には他

の材料もいろいろあるでし上うし.ま

た材料だけではなく.何かその地域に

関わる固有なものがあると思いますか

ら.そういうものにこだわりながら王

らをつくっていくということが非常に

大林なことではないかと思います.

(徳A ･苛王住宅祭記念許耕会におけ

る基ZI報告要旨)

Ⅰ街なみづ くりの基本的考 え方

(まちなみ)くへいなみ)(にわなみ)

くいえなみ)そしてくやまなみ)(そら

なみ)づくり

○街なみづくりとは何か9

-書でいえば r住民のftもが自由

に利用できるiE 公開 川といった

く公)の空間を丘かに済出し.しっ

らえるJことである.



l=::::::=｣ //つJAS
ipO捜かに済LtLLしっらえるという

ことはlL･Tか

■'(公)空間を安全で便利にしっ

らえるばかりでなく全ての住民にと

って快iGで楽しい空仰.つまり.史

観のあり様にも十分に庇点された空

間とJLるべく.演出ししっらえるこ

とであ

る.0(坐)空間のJt観のあり様を大
きく左右する要∋削ま何

か?まず.菰あるいは公開そのも

のの灘軌であり.次にそれらを近く

でとりLalむ く-い)や (艇)そして(家

々)( の近州 である.そして遠くでEd
t'仙 )守(空)といった凍土搬であろ

う.0したがって.術なみづくりとは.

(みちILみ)く-い/Lみ)(にわ/Lみ〉

(いえ/Lみ)そして(やま/Lみ)(そらIL

み)といった視点から.(坐)空間づ

くりを総合的.一体的に演出ししっ

らえることと育ってよい.

u街なみづくりの基本的方向

明Bに向け.そして.地tf鼠有の歴

史.JL土に8LざLf=8iなみづ

くり○住民の生活を支える (坐)空間

は.生活のあるべき姿を支えるもの

でなければならない. ○生活のあるべき姿とは何

か?ます.生活は夢と希望をt)つ

て明日を切りl用き 成良と発展i･廠

う生活でなければ/}るまい.一方同時

に.生活はその生活がくりひろげら

れる地域の肩有のJL土.歴史に根ざ

した中性土かなものでなければ/rるま

い.つまり.街なみづくりは 明

日と歴史の切り結ぶ地域住民の生活

を演出すべくしっらえられねばなら

ないのであ

る.0したがって.穂ヨ三田地の街なみづく りは.徳島市民の願う明日-の

生拝を支え.しかも.確王地域W布

の自然的風土.文化的風土に根ざしたi

Fiなみづくりでなければならな

い.0竜王EM地は古代から長い歴史LR

土を堆い民家などに丘かfi丑牧をつ

くりだしてきた.こうした地域国有

の大切な共有拝l産を今Elの術/iみづ

くりの基本的イメージテーマとしたい.

Ⅲ街なみづくりの手法

1く-いなみ)づ

くりIJ()右横のイメージを妨沸させる

書石ブロック

摘み今回の宅地の道路側の基本的

IL兼付は.国にみられるような

二種類のY石プロッタ耕みによる

プラントボックスによってつくら

れている.今回このEfl地のために

開発された計石プロッタとは.こ

まかく砕石された自然の廿石を篠
石にした'削り肌ブロックで.〔l然



a;らかいテクスチャーと.落

ち着いた色合いをもつ特殊

ブロックである.

このプロ.L/クfAみを(-

いなみ)の兼軌冊格に採用す

ることによりこの他J&独特の書石fJみの民家の

イメージを撫禾することを狙っ

ている.(｡)つな

がる投書石プt,ツタflみ

のプラ/トポッ∩ クスには (へい

/Lみ)の連続性を更に強Plすることにつつ

じなどの経木が連挽的に植えつけられてい

る.い街角空r3Iを析出するコーナーツリ

道路の四つ辻は図のように宅地

のコーナーに維我スべ-スを道路

洲につくり-宅地二木の林木を

格え四つ辻を緑で朗まれた

空riFHこしている.

2くにわなみ)づくり(ィ)交互にアレンジされたペアカーポ

ー トLE.+○各宅地のカーポー トの畿所があら



レi道空問に朗かれた玄関ポーチ

○各1:地のカ-ポー トは 奥行きが

深くとられており(10m)油常の‡王

jlEスべ-スは輿とし 道路側は通

常玄r半lポ-チとしての役割りをは

たし,しかも門扉は道路より.27

lTl以上引込んだ所に設けられる様

にILっているため.玄関ポーチ空

間の一部はiE絡空間にひらかれた

オープンスペースとなり ゆとり

/′̀ヽ あるアクセス針目)がつくりだされ

ている.

0 しかも玄関ポーチ空間は苓Inの一

時証取スペースともなり.gLI'の

j帥 JFTIに十分に応えている計画と

なっている.

(⇒各戸Er策lポーチを放牧するシ/ポ

･Ll,''J一

玄関ポーチのAiにIiEglのように

低いプラントボックスが牧けちれ.

そこに各住戸を穀放するシンボル

ツリーとなる補木が植えられてい

る.

3 (いえなみ)づくり

/(､川つILがる女親をつくりLiIす繁並み

術/Lみ景枚にとって各家の袈情

は瀬重な役割をなす.舞に庵形状.

テクスチャー､色あいは爪婆であ

る.今IETは原PJとして段伽の勾配

をEq寸に耗-し け料は日本瓦

色は銀ね~rに統-し全体としてつ

らなる共しい家並みが生まれるこ

とを期待している.

lP)l胡iLZの風景となじむ外規激職づく

り

外哩の衣fpYもyT/Lみ食▼lのあり

嫌を大きく左右ナろ.今回は謙甘

いた㈹辺の書付見魚になじむよう

土かべ 白かペの色とテクスチャー

をもつ賠づくりを抑刑としている.



第5章:徳島･竜王団地におけるサインによるまちrj(り

コミュニティ&コミュニケーション代表 牧 谷 孝則

rイノー/- マッJ/｣というのがある,

生らや環境について記taL.臼分のi171

のIIりこ入っている他LgL すなわち空rljl

について2g識 (イメージ)している地

LA (マップ)のことである.この王君!一

他凶がILいと人々は生らやある環境の

LIlで迷うこと/iく動き回ることはでき

ない.
El分の家にひとを細持したり､ある

舶所に届け物を頼んだりする時に 私

｢1 はよく略Lglを沓いた｡ 青熱 こよっ

てihMを挽E,lL.たりする.いずれもが.

私i卓のirrdの中に入っているイメージ

マップをfH手に伝連するために新任化

させているのであり.ttl-Tiの人はとり

あえずこの他人のイメージ･マップを

頼りに行軌することとなる.こうした

イメージ･マップのLPには目的地への

到達を容易にするために必要となる目

的や手がかりがか/Lら~r示されている.

例えば.獣やバス停などの交通起点と

llrL(/J分岐点や交遊J.'(/Lどの機能的に

必礎な日印や手がかりと.rll牧に成り

やすい曲り角にある商店や交轟などの

｢ヽ †鮒 )なim .qi㍍ポ-/クスや組込な

t'の退粍上のアクセ/ト苛々敢限りな

いものや虎姫が1迎示される.つまり.

iBWiを伝達する目的で記憶をたどって

みると本人もびっくりする松 多くの

日印や手がかりがまちを済み放り ま

ちを盟評するために必要/Lサインとな

って何時の間にか私達の記tBの中に入

りこんでいることを知らされるのであ

ら.

私事にわたって恐縮ではあるが.井

1Eglは私の娘が9韻になったばかりの

時に描いたわが家のr糊収りLglである.

hJi行の途中の屯31[のLPで.記他を輔り

に描いたもので.いわばわが蒙につい

ての妓女のイメージ マップといえる.

罪は.わが家はこの回に描かれている

ような変化の兼しい凹凸を持った家で

はなく.ほぼIE方形に近い変哲のない

家liのである.したがって､この絵は.

テレビの世いてある灰rlpl兼ダイニング

の軸足を中心として 娘が円筒的に行

っている行軌拙純に従い トポロジカ

ルな関係性を内tPJからの空Ii:】皆汝によ

って イメージしているまま描いた地

図ととらえることができる.また.い

く



をCtL示する.

こと等を意図して.まちや頒境のサイ みちしるベ

ン化とサイ/によるまちづくりを計画

竜王団地サイン書十画の実際

的 統一的に迎めた. ニュータウン内における利用肴や店 ①まちしるべ

/Lお 以上の意Eglを'̂7呪するための 佳肴の行軌が容易と/iるよう案内.尊

サイ/として.今軌士次の3捷類を用
意した.

(D生らや府城などにサイン良能を付

加して.帝王ILらではの悟性があ

り 沃み取りやすく 親しみの持

∩ てるまちをつくるサイン=まちし

る.く.

②来肪話や店仕軒などのまちの利J71

を容易にしたり.iE案内をするた

めに 最小榊必嬰と/Lるサイン-

くサイン.通常の道案内挽能が.その

大半を占める.

+1NT全件PI

と●J AtlIITPlみちしろ′く.①人と人､人と生らとのふれ合いを コミュニティー

しるべ促進し.まらに対する愛着やコミ

ュニティ-貴ZtをIfF成する契

t&をつくるためのサイン-コミュニテ

ィーしるペまちしるべ

/｢ 立ちづ<りのLP-のサイ/携能

の斗人をIiかったり サイノ性を持っ

た虎gtの形成などに上って 帝王ニ

ュータウンにおける王ちシンボルをつ

くったり.まらを托み取る岬の手がか

り (しろペ)を提供したり.まちに鮎

しみ.まちの良

さを理解するきっかけとしたりするサイン. まちと人 人と人のふれ合

いを促進したり まちを理Aqする沸

きを持たせるサイン.丑かなコミュニテ

ィーの育成に役立つことを腰回したものである

.ただし､今LE･)計画しているサ

イン軌は.全て何らかの食味で鼻かなコミ

ュニティーの育成に役立つことを意E

glしているため 他の推能をほとんど

持たすコミュニティーしろJ<としてだけ撫能



②みちしるべ○みらしるペに用い

ろ紙造休みらしるJ<類に用いる

サインの1#逓肘 ま.コストの軽強

化と サイ/によるニュータウン全

体のイメージを裁合させるため.可

能/Lかぎり統-的な形状 形官の

ものとしている.統一的な形状をしたfA退体の一部に.

聴モニュータウン脚11のイノーノの

2～√ヽ を昏回して 確と光水蚊を並わた/

一一二 一 地の歴史的由緒の中には水と

竜にまつわる法幣が多いことから.こ

の歴史性の一類を将来にわたっても#

ホする意図のもとに発Al.した形体であ

る.なお.みちしるペは大きくは一

般性宅地用を含むNT全体用のもの
と.9.t謎住宅団地Iff川のものと

に2分して計画している. 0来秋芯を

案内 統頒し､兄サボにまちづくりの

趣旨を伝える総合炎内サインニュータウンの両

達人lj付近および中央のバス停付近に.総

合寅内サインを設置する計iL 地名

地爵 ･公柑 ･主要港掛士t>とよりt

各戸の氏名までの詳細什輔の教示をすることに上

って来妨肴等を目的地にスムースに案

内するほか.入店者 ･見学56時に





I 2 環境をlTイン空間としてデザインする
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I 2 環境･lrfrイン空間とLてデザインする

資料編 Ⅰ.4-スウェーデンヒルズサイン計画

方向指示サイン頬の底本イメージ固

まちかどサイン実施設計図

(ス ウェ-デンヒルズIJ･イン計画報告沓/昭it160年/1輔コミュニティー&コミュニケ-シ:Iン)
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1.ス ウ コニー一･･デ こ/ - ヒ ノレズ で ｢サ イ ニ/矢口｣ を 玉生イ牌 す る 二宅髭l嫌 2

(1)サインの3つの横臆

スウェIT1-ン･ヒルズでは､次の3つの嶺IEを持ったサイン頬を左様すること

が望ましいといえる.

(Dサイン自体が丘描地の環状の一郎分となって､スウェーデン･ヒルズらしき

ゃ個性の一鉢を表出する横力E.一確の表F.横脂.

②スウェーデン.ヒルズ内のEI的とするqt所 (各ti戸や施設など)へ､利用者､

外美音を可純な取りスム-スに所gFする横地.纂内･9;事様蛇.

⑳スウェーデン･ヒルズの屈性考同士や.外果者と居住者のふれあいを育んだ

り､当汁高地に対すろ人々の関心や確解を高めるきっかけとなる叛服.ふれ

あい促進横服.

(2)スウェITl-ン･ヒJL･ズでのサイン枚廿た(サイン整備コンセプト)

スウェーデン･ヒルズは広大な自AB環状に守られた環攻豊かな住宅地である.

しかも的150haという広大な敷地のわずか30%程度しか遥成せす､あと

はSi林のまま捜すこと､またスウェ-T1-ンからの柑人住宅であるスウ=-71-ン

･ハウスを約90戸gF人すろなときわめて個性が強く.賞の高い住宅地である.

したがって､サインを花はするに当たっても､
ス



①玉かな自環境棟と一体となると何時に.スウェIT1-ンのイメ-ジとも合致す

るサインを並甘する.そううTることによってースウェーT-ン･ヒルズをt

徴できるようなサインとする.

②横脂性を輩先するよりも.スウェ-テン･ヒルズのまち並みや自然等の兼tR

に美しくとけ込むものとすろ.

⑳まかな日揮を詣歌し､同時にJLか7tjEl掛 こ対する関心やふれあい､理解を高

めるきっかけを提示するサインとする.

という3点を基本的な考え方 (コンセ7ト)として rサイン王亘｣の整境を速め

た.



2. 乙と､穿きと な る サ イ ニ/と そ の 磯 舟巨等芦

⑳スウェーデン･ヒルズ (S.H.)のサイン整備コンセプトをふまえ､なお ②主として､外からの来打者 (各戸への訪問客､見学者.スウェーデンセンタ

かつ､S H の根株､舶 取直の密度等から考えて.S H･で必¥とす 一利用者等)を道案内するサイン=

るサインiEを以下の通りとすることがjaましいと考えた. 0居ti者同士,屈性者とま与や兼は者とのふれあいを甘んだり､人々と自蝶と

①S H 全体の個性的なイメージを統一的に表出するためのサイン.S･H･ のふれあいを書くきっかけとなるサイン=

些且の一つとなったり､まうの何位の一頬を形づくるもの= rまちしろぺ｣

大 分 2) 戊 柁

(Dまちしろぺ B.ロゴタイプ

②みちしろべ A.全 体幕内サイン
B.地 区美内サイン

をtEえる.
稚 位必姿) ti居表示+矢印

①ふれあい
･後述 ー～

LもY C.機名サイン



1.サ イ ニ/の 羽打櫛 と 苦虫 蔭 のJ冨く且U等

O S.H.で乾佑することが邑まれるサインを前qtで上げた3つのしろべ別に

頓付した結果は以下の通りである.

) rみちしるぺ｣

人々を藁内･誘gFするサインとして以下の6I如†必平となると考えた.

①全休茶内サイン - S.H.全休を藁内園等で桁介するサイン

こ盈壷

ビクトグラムによる各捷!旦(公Eg等)の表示.現在地.宅地区分まで表示し､

当7J)は入居者名をラベル方式で入れるよう犠打したが.サイン設匠時と入居

時に大きな時r.1的なずれがみろことから､保留となっている.

二一R尾位置

南北およLf東の人口付近と交涜センター前 (計4ヶ所)

⑳地区塞内サイン - 地区内斡蟻から分岐する射 予告の深い2地区(S V

とセンターの無の分岐点で分かれている地区)についてEgで案内するサイン.

全体藁内サインを補完すろもの. 地



二急転

全体案内サインに表示内書は同じくただし範囲は必弊tQ'区のみ)十全体概略

図.現在地.

･校正tnat

S.V.人口の公臥 センタ-兼の分暗点. (計2ヶ所) ■

〇分せJiサイン くrまちかどサイン大J) - 地区内特技から分岐する地区

の旺屠表示を伝達するサイン.即亨の漂いところで用いる.

l藍丞

当Ei分岐点から藁内する必要のある範EFの住居表示+矢印

･ほ正tndE

S,V.人口およUその両にある大きな分岐点､センターの東の分岐点 (也

区左内サインとtなるところもあるが､主として白山ヰ利用者などが分岐点

サインだけでも目的地に到達できろようにするものであるので､玉なっても

並えろことが望ましいと考えた)等. (計3ヶ所)

◎分岐点サイン (｢まちかとサイン小J) - 同上のうち射テ卓の浅い地区

においでの住居表示を伝えるサイン.



i)

二盈丞

同上の軽Eaの住居表示+矢印

･!女EE位狂

¢以外の全分岐点 (計10ヶ所)

⑳住居表示サイン - 住居の地春を表示するサイン.最近は全国扶一方式に

よるBE庇のものを使うことが多くなっているが､S H の場合は全体の弄

怪文に合ったオリジナルサインを用いて､個有性や花私感の-韓を表出させ

たい.

･衷丞

rT名･丁名 ･地番

･校正ta正

各戸の玄関まわり､S.V ではJt旭の-神として[旦ZE､取り付け位置も扶

一･さttたい.

◎名称サインA- 各施設の名称を表示するサイン

･五重

施設をJi鞍するビクトグラム十名称のロゴタイ7





:)

2.rふれあいしろペJ

人 の々ふれあいや､人と自然.人と地域とのふれあいを育むサインとして以

下の3f(を蛙境することが望ましいと考えた.

①長タイル ･サイン- 桧タイルによるもの.次項で持運.

②省名サイン - 拾ilで見れる主なは物の名称と生態等を表示し､El理をい

つくしんだり､親しみをXえたりするきっかけを提供するもの.

Em

植物名･科名 ･花の嘆く月 ･実のなる月･主な生態の説明文等.

･ぎ貴ZE位dE

給逆に適宜.公知やセンターまわり.退歩立などではやや集中的に設置した

い.

⑳各fI折現サイン - せきは⑳GJ名サインに同じ.小払物 ･好Ji･自伝につ
いての解現を施したサイン.

二義丞



小軸物･野A･自然のイラストレーションと炉呪文.

･!鼓正位*

公国書.公Eilには以上の他､スウェーデンらしさを象徴するようなシンボリ

ックなモニュメント等もI旦dEしたい.

3 ゲート並輔

S.H,の人口であることを強調するためのサインによる珪借.

EM

①イーストへの酉人口.メインゲートとして整備.

③イーストへの兼人口.サ7ゲートとして整備.

①1苛兼はウエストの人口!=も必75となる ('di指灯を兼ねたもの昆度でも可).

･並城内音

百人E3およU兼入E)にゲ-トサイン(S H.のロゴ､マーク等を表示)ち

Laける.その他､以下の2点を将来は韮編したい.

｢桧タイルJ (後述)をJL中的に放TJt.

捻合茶内サインのほ正.

なお､以上のサイン甜全てに､スウェーデン･ヒルズのロゴタイプとマーク

を必rシンボリックに挿入する. 公



3ー サ イ ニ/芙Eiの 形 R R 等

OS.H.で並愉するサイン畑の形Zl等について､以下の通り検討した.

(1)視A

IS.H.らしぎの表出や､S.H.らしいまも並みと頬杖づくりに叛鳥的に

#加できるような形態｡

･サインEI体が独自な環境形成の一郎となろようfj主亨走性の高い形態.

･スウェーデン､北方EFのイメ-ジに合致し､同時に高取感のあるもの.

(2)兼打毒

･上妃の視点に照らし､なおかつS.V.に建つスウェーデン ･̂ ウスのイメ

ージから"禾【を用いることとした.

･中世のスウェーデン教会に用いられていろ階段状の描fAのイメージや､スウ=

-テン横様 (ルセかソト等)等を快打し､未掛こよろ細事Aバターンを基本と

することにした.

(3)形件の77ミリー化による統一イメージの表出

サイン坪については､捷臆が異なってb､形Xjqyにはどこかに統一性を感じ

るようtJ形のファミリー化をはかってく.また､未iEのイメージはペンチ等



のタウン771ニチャ-顎にも及ぼして､より.Jtみのある折-S.H.イ

メージをつくることも快打にdlLよう.

分

















J2環境をサイン空間としてデザインする

資料編 Ⅰ.5-豊郷台住宅団地サイン計画

(豊郷台販売用-ンフレyト抜粋/大林不軌産(抹)･(秩)大林組/虹のゲ-トイメージ図･風と雲の

モニュメントハーゴラ基本設計･実施設計図/伸コミュニティー&コミュニケ一･/ヨン)
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Ⅲ 1u =ミ1ニテ/一･アイデンテfティ･.こtる地域づくり

資料編Ⅱ.1-大磯町シンボルマーク･ロゴタイプ
使用原則(抜粋)

(人萩町町制100周年記念司【藁-シン,Jiル･7-ク･ロゴクィア制作および使用原則書/平成元

辛.大隣町･rNコミュニティ-&コミュニケーシ_Jン)
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つ O
シンボルマーク制作にあたって-(1)

デザインコンセプト

d新しさのia求

0町士が制定された当時の1尤兄とt現在の状況とは明らかに弗
なっている.

0そのyFJtの変化を先取りし.現在と未来に対応できる形と.

伝えItいイメージを内包するものにする.

0デザインに対する悪Xも変わっているため､時代恵*にマッ

チするものにする｡

L大磯らしさのiB求

Oqlま自然tt境や社会tlqtなど､いろいろな叫成≠兼から成LJ

立っている｡

○単一なイメージではrjく､71台的なイメージをJt現化する.

0そのJt規化にあたっては､大枚国有のビジュアルモチーフを

テーマにする｡

T-サイン制作萎iIテ-マ

(D大領のZIJAをA卦 ヒする.

その理由 ○ビジュアルモチーフとして.大概が持つ山 (良)

町､.毎riとは強力Tdt素材である｡

○配ZltJ成t'北から 山 (氏)､町‥句とtJqL区分の

IE蝿が明確である｡

そのr=めの制作さ隼 ○上!己叫成夢末からの通ji三処理を王式みる.

0丸みを持った件しくンンポノレ性を持つ r山卜 左右

に拡力(リ.棚 を持った明るく開放的r+r町の中心
耶j‥毎水,古.拘り･サーフィノなどのIIJ用が多く

.集しくて鴇やかな r油｣.

0それぞれが持ちあわせている折末力をA預化する｡

◎ストライプを効果的に採用する｡

その理由･ ○大穂町は気候L8軸でしの8'pすく.住みよいイメー

ジを持つ｡

01I光 (E]重し)カq史(1かける降‡三はコントラストを

伴rjい.それらがもたらTイメ-ジは明るく.桝放

的である.

そのたU)の制作基濃 ¢細いほと太い坤 白地の綿と見地の鳩 水平 ･垂直

j>よび斜めなど.マークが持つ全休qyd.il形性の中

に那分的に娼み合わせる.



⊃ 0
シンボルマーク制作にあたって-(2)

(Dシンメトリー (対称)な造形処理を施さない.

その理由･･･ 一〇従来の町土や宇紋に見られるシンメトリーrJ:処理か

らのiS碧は1す.成板､安定などの -1くて画い'

イメージかつきまとい古きを怒じる.書換えるなら.

[規しみやすさ】 形から抱くやわらかさ

【目立ちやTさ】 マークとしての明AVIL力嶺さ

[父えやすさ】･･様似 黒としての旺技の薄さ
【析蛙さ】 8引tを越えた斬しさ

rjどbt､現在および将来の時f憾 Xにマッチしてい

rJこいといえる.

そのための制作泰斗 ○形に変化や動きか惑じとられる遣形処理を施す.

A

従来のマークにrJこい事斤しさを追求する.

④造形処Jlhl一画軍~にならないJ:うにする.

その理由 ･ ○従来の町tにありがちrJ.L単一[+'デザインエレメント

では 一画案~の域を越えない.現在と未来を考えた

場合.71台化されたエレメントのIfl(こよる通河三処

理で r大磯FTjを無敵すべきものです.

といって デザインエレメノトが 一説明的■T.LL処理

にrJ.LLJすぎてIi.マークが持つ昇一鼓の 【わかりや

すさ】を混乱させることにTs古.

そのための制作碁tr ⑳ -画軍IにならrJ.いように.3-た ~脚月灯 になら
ないよう遺影的/(ランスをGglるたd)に iB形心理芋

でいうところの r凪Jとr地｣の効果的な応用を4
人する.

O rGZ)｣FlgJre 人が見つd).,i意を向ける試分

(泉の部分)

r地｣GrMd 人から見過=され‥主意がそか

れてしまう部分

(異に囲まれた白の部分)

見つめようとすれば､両者を岩浅できるiZr抄rJ.1バラ

ンスを持った処理を権す.そのことによって.複合

化されたイメージのA現化が可能となる.

Lその他.ビジュ7ルエレメントとして町のヽである ~カモメ■を使用.

0具体性を持ち 何よりも ｢税近惑｣を抱く.



) )

シンボルマークカラー(7,ラ_で使用する牧舎)

｢ D"

F310 ヴェール ･ウェロネ-ス色のペタ色を使用(特色の場合)

プロt:ス^色刷LJ.カケ合わせの故値は Y80+CI00

醗 酵 ←

胃塾篭邑大 磯 町

｣_[ 三言; 183のぺ夕色を使用(特色の場合)
プロセス4色jSIIリ.カケ合わせの言文値は.M50+C100
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7プリケう】ン･デザイン-封筒(大)-2

【色指定】

+封筒の地色は大戦スカイブルー (サフカう-)負.

もしくは男山色の既製品を使用する.

●DJt)色は大穂フルー (メインカラー)色のDIC
183で1色刷り.

[写植指定】

●住所TJ.'どの和文は24軌 ゴナ0.正位.ペタ送

りで印字する.

●美細字はヘルペチカ.レギュラ- (EIO0-24)で

Er)字し.和文天地と大きさを編える｡

●年月E)はt8Ja.ゴナD.正体.字Nl送りは72国｡

●文字と下側にくるケイ甥とのアキ(=全て25ミリ.

●ケイ操は太さ0 4ミリのケイでErl字し.左右の

長さは204ミリ.

●tl矧こ名称が入る場合は 44校.特大明朝体.

正体 ツメ印字する.

●位正は.ケイの左端にiA捕えをし､ケイ坤TVlの天

地中矢に納める.

汝字r=ミリ

哨考 回はSCALE 1/2のもの

lLRILTj噂叫『 邑大磯町 t JI E)

■j



r1 2 観光地u)コミュニケー/ilンデザイン

資料編Ⅱ.2-フィールド博物館･土浦図面集(抜粋)

(l土浦市総合観光開発モデル地区実施計画,設計策定調査報告答.L昭和61-平成1年/土浦

市 ′(肘)環境文化研究所 席コミュニティー&コミュニケーション)

/■ヽ
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共 他 言史吉十策 定 の T打抜 桑 =イ牛 の 壬生埋 2

).目的

別年IfZJI書のEIB?ut昭紬57年庚申壬の r土浦市控合旭

光問稔れ芯汁丙｣と.同58年に毛玉した r土浦市鴫合tA

Ttrq稚モ手Jt･地Cl実権什i｣の両什再によっては策されて

いろ 'フィールHl杓托･土浦'のtt腰を､乙P将公朗･-

中村7Tの中村南ff!地rF_において常時するための!nlを椎茸

fろことに為与,

(ll)フィールド1書物Bとは.

11･叩拘鵜といった5(拘 唖々で.piL! ぜ料を耗めるとい

･}たiA市の叩tb常ではJ:Zい.

2J¶rAltこ点在するまかなruYや文化it壷､農Jtt川.地

Lq苛鷲等 a々J甘確とIt光レクりエーソヨノ穂川モモの

Ltて生かす.

57それ●ゝ考めくるr=めのコースを全市的に1 日 r71ク

r/...

1′以上によって市域生Ltをい川AJR在も生きているII柵

師としてとL)えようという書図6)ものである.

､&地域の中′こltも八ろtIAを好めaかく確応し.市民や

地均外からむtX光レクりエーソワン客にaeしく甘また

にふれてもらおうとfろもので､近年､全Eg的にその

文夫が暮目されつつあろJtE域培tt51の岨光岡免の先限

をtjすものといえる.

すでに.60年にu土浦粥IF)辺地区 (土浦碓一土N甥1-I

頓公A)地区=河野の城下rrコース)､また昨年LFには乙F

沼Ld,広 く乙F沼公加一乙F昭A拝地区=乙戸沼コース)lこ

おいて､軍耗相計JL)妃有と托工引テっておl) 今年TLpの作

qエ1い1)u帯3朋托工のための事桔Z鼻汁ということにfjろ.

2 11ktEb域の溝壬

今岡の!守汁許宅の粥k地域である中村吉相地区は以下のZも

hl引g由に選定されている.

T〉土浦市内ではタより少fjくrjったffllた正文崇tLbi展mL､

It七･水声の旧街iLもiAっていた地域でるろ.

‡768年度策定の r土浦市LC合I■光r.TRモデルLd･区兼縫い.

iiJにおいて､すでに耶l)上(Tている.

､〇lfLETE施工した r乙Ff8コース)と連係していろJtめ.

岡コ-スとの関連TIJ用tJMItできる.

3 7イ-ルド怖物税荘件のX禾方針の仔招

7イ-ルrrI拘扶 ･土Ht■.托G美本計iから.以下の1

本QJtSG指針を措はした.

liq.域的なtI光レクりエーソヨン前野に応 えうろもVlとな

ること.

lt何首民の甘茶的なレウ11エ-ソヨン蒜要に拓えうろt.ので

Jlろこと.

3市民のiG土へのEn心に応えると同時に.iG土の良さ々rt

17rろ実株ともなりうちものであること.

lla)太市のf6市環珠 ･文化相JJ･生活咋IR等の現伯と-ttと

rjった枝光レクりエ-ソ9ンrI牧丘肯となるようfJもの

であること.







コ ｢ス

ネギ･キャベツなとの作物が四季折々に収穫され､豊かな田園風景を展開しています｡

台
地
の
畑
作

こ
の
付
近
は
筑
波
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台
地
上
に
広
が
る
畑
作
地
帯
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｡

落
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簿フイ｣レド博物gg.土浦

｣

㌢

水戸街道
中村宿コ｢ス

⇒バス停(原の前)
÷中村宿

爾 ブイ｣レド博物館I土浦

】

｣









L12 観光地のコミュニケ-./iJンデザイン

資料編Ⅱ.3-宝塚市観光CI計画報告書(抜附

(昭和62年/宝塚市/(杜)日本観光協会/㈱コミュニティ-&コミュニケーション)

-8▲1-

/′'~ヽ
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宝JFt光CIT-trィンガイド ⊂ユニコ■マ -･ク の 菅 味

.ロゴマークの独自性について

斬披き.ユニークさを表出するために､シンボルマークとロゴタイ7'を-体

にした形= rロゴマ-ク｣を考えました.

rロゴマ-クJという発Dは､おそらく自治体間快のソンポルマークやロゴ

タイプのデザインではJHnのもので､企兼の11台でも､ほとんど例を見ない

ユニークなt)のといえます.

E3ゴタイプの紳介的な特強について

3f一和のロゴタイプIJF策を 小豆J薫まつりの日"に一種の人気投票ともいえる

L'市民7ンJT-ド にかけました｡その結果､他の2稚規にくらへ､当ロゴ

タイプは.恰近い支T.tを絡ました.特に､香い世代で支持率が高かったこと

も見逃ttZEせん.
当ロゴタイ7'は､書体の二大タイプといえる r明朝体｣と rゴシック体｣の
それぞれの良いところを耽り入れた書体をペースにしたものです.

r明輔体｣の蛾によって､宝嘆の伝統ある文化､格調の高さを崇敬するとと

もに. rゴi/ツク体JのTg明さ､力強さによって宝嘆の先進的な面を表そう

としたものです.

このロゴタイプは､やや7クセントが弓重い他の2f事に比べ､若干オーソドン

クスな感じを与えますが､それJさけに飽きにくいという面が市民7ンケート

においても好感を持たれたものと._EFI.われます.

市民アンケートで支持を受けたロゴタイプをもとに､躍動的な宝嘆のリズム

感や空堀が持つ多彩fjイメージを表出するため､さらに､ r宝塚｣の書体の

中に●と▲というア/Jセントを付け加えて仕上げ.正式なロ1タイプとした

ものです.

●は "官●のイメージを表わし､▲は "煤"の生後でもあります.

3 マ-クの甜分的な特徹について
･宝塚の持つさまざまな旭光刈kや文化的な施臥 RZ史的な事t鞍からJt述す

るものとして r青 くおと)｣をあげました.

･マーク非分は､そのilを史徴するものとして.石は和をバ ンクに巧打が踊る

といったイメージでベル3個を呪してい王1L.
･なお.五線符は宝嘆のEfを代-末する一つといえる r川田｣のイメ-ジにもな

っておt)､3個のベルは､それぞれに倍雅の三紫索であるリズム･メロディ

一･ハーモニーを表わしたものです.

4 シン7T(ルカラーのjE喋

･Triの花である ｢スミレ｣の色を中心とし､-71.はkかなまちのイメージ､

武nE川の柵淡と繊んだ空から､はと書を変化也として7N足的に過んで.宝塚

市のシンボルカラーとしたものです.



丁



.ゝ
1Q)Q
14
tl
÷
望
%
0
9

舟
.Y
J
･
k

Cu
q

T
T
J
(出
)

I
へ









U J 観光サイン:二上る載光椎づくり

資料編Ⅱ.4-楢川村観光サイン図面集(抜附

(木曽広域圏サインシステム整備事業/楢川村サインシステム整備マニュアル/平成10年/胤 Il

fr･木曽広域行政事務組合 柘コミュニティー&コミュニケーション)

｢ヽ







l] l観光サインこtる観光地づくり

資料Ⅱ.5-清里の森サインデザイン実施設計図
隻 (抜粋)

(｢清里の森｣リ~イン･デ rFイン実施設計報告苔/昭和63年3月/山梨県林務部森林活用計画量)

-94-

｢､



1 . 実 施 古生吉十の 日 E3勺 と サ イニ/並 イ希 とこれ月守や き れ る 効 果 Ⅰ-1-1

(1)サイン･デザイン実施設計のEl的

当実施校汁は昭和00年3月にまとめた ｢清里の希Jサイン･ネーミング計ii･姐計

を受けて､以下の目的を古本として r清里の森Jにおけろサイン打を計画的･統一

的にデザイン実施投計するものである.

OBr的

わかりやすいr清里の森｣

規しみを感じるr清里の蕪｣

搾りの持てるr清里の森J 千

づくりの-鞘に寄与すること.

(2)サイン耳の銘-的な並垢によって朋待されろ効果

上妃の目的のもとに鞍備されるサイン頬によって r消里の環｣には以下のような勅

臭がbたらされることが朋椅できる.

① rif里の蘇｣のイメ-ソや印丑があがることによって､事業の成就を促進する.

⑳内外からの利用者の岩内･眺叫が促進されることによって､ r清里の益Jのセン

タ一打托TJi等の利用が市まる.

①｢清里の姦｣の文化的な父のみならず､清里地域全体の文化の向上を促す刺激打

として横蛇Tる.



1_ 一付■法 1本 の 検 肘 mIl-1

サインのHt連休(支柱等)の形については､サイン71-サイン釆施!生計の&旨を踏まえて.

㊨ r消里の砕Jらしさの一社を表出でさるようなもの､

②丑かな自然環境にマッチするようなもの､

①人々の心に残りー妃任されやすいもの､

に留意して以下のように損肘を行なった.

^ サイン印の捷連体を考えろに当たっての基本となる形を r清里の森Jで認められ

ろ小動物'lや野鳥■2の婆をペースとする. 1例えは､ホンドリス等

8.木材を主tf造鰍こ用い､しかも大日を生かすよう沈適性の塗長潮(しかも､木材 ●2例えは､コゲラ等

を俣江Tる偽善を持つ塗装剤)で彩色する.

C 鈍しみが焼きやすいように曲蟻を切り入れる.

以上の趣旨に基づいて具体的に形にしたものの一郎が妖ヱ以後のスケッチ頴である.











Ⅲ .-)観光ルー ,､･観光コースによる観光地づくりV)コミュニケーションチlディン

資料編Ⅱ.6-大磯･歴史と味の散歩路実施計画
図 (抜粋)

(大鶴｢歴史と味の散歩路｣づくり実施計画策定調査報告書/平成元年3月/大磯町/㈱コミュニ

ティ-&コミュニケーション)

一101-

/′｢



I. 6 2 年 度 作 # (大書 r歴史と味の故歩持｣づくり計画策定訳査)の 見 i宜 し′

.大t r歴史と嘆のtk歩祐｣づくりの当rTにおける位正づけ

･62年庄作暮の見正しの一句として､まT大戦 r歴史と味の散歩持｣づくりの大

領町における位正づけを下妃のように河柾igした.

①当ti歩陀づくりを通じて､IR光客の沃軟を促進することにより､規光レクリエ

ーション壷井の甘成に叛するものとして位FE-づける.

③PTの滞土文化に対すろ関心を市め､ひいてはその良さを見直す一つの契横とな

るものとして位dEづけろ.

Of別k･丘井.池井の拐取を促し､ひいてはEE)有な地場産華を育成する一つの契

機として､また地域活性化の促進剤の-つとなるものとして位亜づける.

≧ コ-スの有権fB

･62年度に淡定した大戦｢歴史とIiの散歩指Jのコースを見直すため､数次にわた

る現地Pl査および現地撫壬.染料PI糞を実施して､ほ正藁引乍成した.

(1)コース見直し

･コ-スの見直しに当たっては.以下の汚点に王点をおいた.

①頒維さを鐘力少なくし.わかりやすいコ-スとすること.

②頒純なコースとなることを掛ナるため､立ち寄り拠点等の対象までコースを迂回

させす､対束の方向を指示するサイン(棟!8)を!受定する(概念回春B冒)にとどめる. 1 ロ =→ 寸 等王tIPL4



8)新たに見つけた良好なJiLA地や史臥 調いを感じろ環境等をコースを煉経としな

い鷲園で屯り入れる.

(2)具体的な修正甘所(コース国事畷)

コース名称 62年度提案 妊正英

コ



コース名称 62年度提藁 綾正幸

◎国術の里コ-ス
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《レイアウトについて》

140

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
70

jiiiiiiii ◆故地のIrLH.LIL辻ミリメートルであら.
◆仙椎が IJtのJil分tJlnJTL丘である.

◆拒加盟′JくのnP_f立把は.A.滞又了の/Zflセン

ターfiえとする.

◆rfl花沢をTFT示した汝~FLi 乍て又'tの/L.JI
センターより甘出している.
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LI.I)観光ルー.､･観光コース:こよる卑光地づくりのコミュニケーシJ/デザイン

資料編II.71大田区馬込文士村コースサイン図

面 (抜作)

(昭和6:3年3月 ｢大田区r巧込文士村の1/イン計画｣報告等抜粋/大田区/胸コミェニティー&コミ

ュニケーン三1ン)
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2-all.サ イニノ書十画 の E∃ 棋 2-17

○馬込文士村のサイン計岳をiSめるに当たって､以下のような視点を!呈けた.

(D見えにくいものを見え品いようにする

･馬込の文士村uEZl蛾なとに比J<てr-n!mlヒ｣している Iといわれる1:さけあって､話utま

嘘めてJl富である.しかし,それらの内規在でも見ることができるものをi3;すとなると､

貼念ながら大変少ないといえる.したがって､文士村の当時の様子､文士の気風や活動､

当時の作品などを理解したり､少しでも見えるようにするための重要な手段の一つとし

てサインを位ALづけたい.

Q)"大EF区らしさ'■づくりの一項

･文士村でのサインのZE伯は将来fEl当出のサイン詔が立位ざれると予想できるr看川縁逆

相｣とともに､大田区のr新しい形土文化｣利達の一発を担うものとして位E-づける視点

を持ちたい.したがって､そこでのサイン並借は上記のような見えにくいものを見え易

いようにするJiyfな役DJを持つが､伺Baに並に文士村や文士の紹介をしたり､道真内を

するといった横帖にとどまるのではなく､なんらかの形で '●大田区らしさpを表出でき

るような1を持っJtものである必平があると考える.

①実の古きと研しみやすさ

･サイン詔を利用する主準対患者は当然木コースの主要利用者であるが､その暦をLE理し

てみると以下のようになると思われる.

ア 多くの区民

ィ.文革の愛好者､サ-クル､埋喋の全●2､研究者

り 区内およU院枠地域からの小芋校上根生､中学生 3

-1近藤吉7工看r馬込文学地回Jより.

'2相に近年こうした帽肝性を持った中高年女性の旅やTJiね歩きが増加し

ている.

I)社会見学等の逃団見学が多いと考えられる.



したがって､サインの形状や表示内容についてはある程度の父の高さ､専門的筆斉を持

つ必要があると考えるが同時に.理Aqされ易さ■7､ '̀兼しき''､ ●̀親しみやすさ"をも

合わせ持つ必筆があろとキえた.

'J文空尉火などは､中辛生iEIりを叢雄とする.

rrrT二:二∃
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2-3-2･サ イ ン の 基 本 Er勺な 考 え 方 2-19

①シン'ii)i,マーク,ロゴタイプによる統一イメージづくり

･｢馬込文士村散策のみち｣を象徴するシンJl(ルマ-クやロゴタイプをサイン計画の一環と

してデザインするが●1､それらをバンプレソト等のPR媒体に用いると共にサイン頬に

も統一的･計画的に挿入して､文士村としてのイメージを統一的に高めたい｡

②r住居跡サインJの表示と!算定場所

･サイン用の中でも特に重要なものと考えるr旺居跡解脱サイン｣については､当該住居跡

の現所有者の理財が得られるよう努力をし､理解が待らねた場合は住居跡に直接設置を

するが､困箆な場合は旧跡前には!量置をせず､付近の公的用地等に掛ナる｡その場合､

表示では旧跡がrこの付近にあった｣といったような形とすることが一案として考えられ

る.

･規所有者の協力が囲麓な場合は.捻台藁内サインやガイドマップ等でも､I88の位置の

!軍都 ま表示せず､上記のようなサインの!星置場所とそこで取り上げているテーマ(例え

は､｢尾崎士既と馬込放送局J)を表示する｡

③サインで取り上げる題材

･サイン頴でJBり上げる省けとしては､文士の住居跡だけでなく､｢文士村のイメージ把

握Jの項でもみれるように馬込文士村には数多くの話題がある｡例えば､文士たちの離

合集散の語群を含む文士村の起き呈､各種の文芸作品に登場する馬込や山王地区の場所の

話題､坂や石段､斜面緑地などを通じてかいま見ることができる当地区の景牧の移り変

わり､散在的ではあるが今も諮る近代建菜のいくつか､区指定の保存村木についての生

態や人々の生活との関わり●2等々｡

こうした話題の数々をサインを通じて多様に表示することによって､文士村により多く

~1ロゴタイプについては､宇野千代氏に晋いてもらうのも一案である｡

今回の提案では､ロゴタイプとシン7T(ルマークを-附こしたもの (

したがって｢ロゴマーク｣と称する)をデザインし､提案している｡

2日未の生態的な特徴と併せて､文士村らしく当該日大が季題となっ

た俳句やその日禾がでてくる詩歌 ･文学作品なとも紹介したい｡



のrm心と枕しみを抱くと共に､JZ5土に封する愛書が右枠する可眼性が高くなるといえる.

･また､一定の胡打(例えば.r九十九谷の詩人たちJ)を故基のサインに分けて肘現.それ

をコ-ス上に適当な問拓でZ真正､1基でも一つのSi掛こなっているが､全体をiA洗する

ことにより.より大きく話出の全体'俊を理解できるといったような手法-いわば読み切

り連載JBの手法なども用いて文士村を巡t)歩く楽しさを沸出することも検打に岨する.

①サイン畑のほdEJf所

･サインZEの:受監場所としてとま,公道上の繕鼓帯などが考えられるが､掛こ帽且が狭く岨

我帯かない正和が多い山王と馬込地区の内錐では､坂名の由束を招介する既uのサイン

の!見直の仕方と同様に瀬淋こ!史正することも検討せざるを終ないであろう.その他には､

できるFRり公用地を見つけて校正することが望ましいが､その場合は後述のまちづくり

の項でもAlれるようにサインと共に紘故を施したり.フットライト ､̀ベンチを掛ナ与

などしてポケットバク同様な並伯を施したい｡

⑳r桧タイルJによる戻れの演出

･散光のみちとしての連続性を讃出したり､歩く楽しさを71出するとともに､FTとしての

LEiわいの一端を併し出したりすることを意図して､サインの一つとしてr‡2タイル｣をコ

-ス上にIA掻的に!生けたい.

･r桧タイル｣の権田としてくま､コースの方向を指示したり､コ-ス沿道で見限きできる動

は物やAなどをや介･BF現するものが考えられる'S.

⑥g己念レリーフ

･当散光のみち制定記念の一つとして､紀念珠をは正することも意味あろう.記念特のft

'4スい)-ト･ライト 足下灯とも呼ばれていろ.

-1ただし､踏みつけるため文士のDiなどは対材としにくい.



功としては,石杜が考えられるが､従来のようなものではなく同じ石陣でもどこかに時
代の息吹が感じられるようなものでありたい.

また､妃念杜としてはレリーフも一案である.也けとしては､文士の群像やかつての.鴨
込村の瓜JL 文士村の変速史､藁内園等が考えられる.

Z旦正JJ所としてu､天柑神社の石垣やその足元の無様的なコンクリートの直壁,大蒜LR

臥 Il唖公tilなどが望ましいといえる.特にコンクリ-トの直壁は商店街のLEわいを分

断していることもあってそこへの設置は甘味が大きいと考える.
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llI)観光ルート観光コースに上る観光地づくりのコミュニケーシ=lンデザイン

資料編Ⅱ.8-六郷用水物語コースサイン図面集(抜
秤)

(平成3年/r六郷用水サイン設計書｣抜粋 大田区ノ㈱コミュニティー&コミ;Lニケ-ション)
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